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１ 本県の目指す授業と授業改善グランドデザインの役割 

 
  
  
〇 本県の目指す授業 

 

○ 授業改善グランドデザインの役割 

    

 

ふくしまの「授業スタンダード」と「学びの変革」授業デザインを基盤とした、 
データに基づく授業改善へのステップ 

ふくしまの「授業スタンダード」 
 
主体的・対話的で深い学びの実現を図
り、子どもたちの資質・能力の育成を目指
します。 

分析結果に基づき、明日
からの授業改善の手立
てを立案 

全体の傾向把握 
各グラフで全体の傾向
を把握 

データを関連付け 

学力調査と質問調査を
関連付けて、学力と学習
活動との関係を分析 
これまでの取組につい
ての強みや課題を把握 

課題があった設問につ
いてつまずきの要因を
分析 

授業改善の手立てを 

決定 

「学びの変革」授業デザイン 
 
主体的・対話的で深い学びをさらに進
めるために、個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実を目指します。 
 

つまずきの要因を
分析 
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２ 全国学力・学習状況調査の結果の概要 

 
  
  

 

〇 調査に関する概要 

実施日 令和８年４月２３日（木） 
※中学校英語は令和８年４月２０日～４月２３日に「聞くこと」「読む

こと」「書くこと」、４月２４日～５月２９日に「話すこと」を実施。 

実施校数 小学校 ３７０校 中学校 ２０４校 

調査学年 小学校 ６年生 中学校 ３年生 

調査教科 小学校 国語、算数 中学校 国語、数学、英語 

   ※ 実施校数は、４月２３日に調査を実施した数である。 
   ※ 義務教育学校（前期課程・後期課程）及び特別支援学校（小学部、中学部）を含む。 

〇 校種・教科に関する調査結果の概要 

校 種 教 科 対象児童生徒数 
福島県平均正答率 

（中学校英語は IRT スコア） 

全国平均正答率 

（中学校英語は IRT スコア） 
福島県平均正答数 全国平均正答数 

小学校 
国 語 １３，１２６ ５９ ６０．９ ７．７/１３ ７．９/１３ 

算 数 １３，１２５ ５４ ５６．４ ８．７/１６ ９．０/１６ 

中学校 

国 語 １２，１２９ ６２ ６３．９ ９．４/１５ ９．６/１５ 

数 学 １２，１３４ ５３ ５７．０ ８．５/１６ ９．１/１６ 

英 語 １２，０５０ ４７２ ４９９ ３．３/７ ３．７/７ 

   ※ 児童生徒数は、４月２３日に調査を実施した数である。 
   ※ 国の公表方針及び提供資料に基づき、県の数値については整数値による公表である。 
   ※ 中学校英語のみＩＲＴスコアによる公表である。（「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の３技能スコア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 学力・学習状況の領域名と質問番号の対応一覧 

〈教科を中心とした学力・学習状況〉 

領域番号 領域名 児童・生徒質問番号 

1 国語の学力  

2 算数・数学の学力  

3 英語の学力  

4⑶ 国語に関する意識 (52)(53)(55) 

5⑷ 国語の学習活動 (54)(56)～(59) 

6⑸ 算数・数学に関する意識 (60)(61)(63)(64) 

7⑹ 算数・数学の学習活動 (62)(65)～(67) 

8⑺ 
英語に関する意識 小(69)～(71) 

中(69)(70)(72)(73) 

9⑻ 
英語の学習活動 小(72)(73) 

中(71)(74)～(76) 
(78)～(80) 

 

〈その他の学力・学習状況（学習状況、自己有用感等）〉 

領域番号 領域名 児童・生徒質問番号 

10⑼ 総合・学級活動・道徳 (47)～(51) 

11⑽ 生活習慣 (1)～(4) 

12⑾ 学習習慣 (23)(25) 

13⑿ 読書等 (26)～(30) 

14⒀ 主体的・対話的で深い学び (38)～(42)(44)(46) 

15⒁ ICT を活用した学習状況 (35)(36-1)～(36-4) 

16⒂ 自己有用感等・心理的安全性 (6)～(9)(13)(15)(17)(20)(21) 

17⒃ 向社会性 (11)(12)(14)(33) 

18⒄ 学びの自己調整 (22)(43) 

※ 領域番号の（ ）は小学校 

 

 

正答数と IRT スコアの違いは？ 
視力検査に例えると「何個見えたか」ではな
く、「どの小ささまで見えたか」で力を測り
ます。 

難しい問題に正解すれば高く、簡単な問題を間違えると
低く算出されます。どのレベルの問題を解いたかによっ
て、学力を測定します。 

令和９年度に全国学力・学習状況調査は CBT に全面移行します。（一部 PBT を併用） 

 

IRT スコアとは？ 
視力検査に例えると「何個見えたか」ではな
く、「どの小ささまで見えたか」で力を測り
ます。 

難しい問題に正解すればスコアは高く、簡単な問題を間
違えるとスコアは低く算出されます。どのレベルの問題
を解いたかによって、学力を測定します。 

令和９年度に全国学力・学習状況調査は CBT に全面移行します。（一部 PBT を併用） 
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３ 質問調査の結果に見るふくしまの強みと課題 

 
  
  

 

先生が日々、子どもたち一人一人に寄り添い、粘り強く指導していることで、よい関係が築かれて
います。 

質問調査  児童［9］  生徒［9］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 

先生は、あなたのよいところを認めてく
れていると思いますか 

児童 生徒 

91.6（+0.2） 91.6（+0.7） 

 

相手を尊重した協働的な課題解決や、対話による考えの深まりが見られるなど、協働的な学びが
年々充実してきています。 

情報収集のための ICT 活用から、課題解決のための ICT 活用につなげていくことが必要です。 

質問調査  児童［45］  生徒［45］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 

先生は、授業やテストで間違えたところ
や、理解していないところについて、分か
るまで教えてくれていると思いますか 

児童 生徒 

89.3（+2.0） 88.2（+3.0） 

 

子どもたちに寄り添った粘り強い指導と協働的な学びの充実を基盤とした学習が展開

されていることが本県の強みです。今後も、各教科等において、対話的な学びにつながる

発問や課題設定を工夫するとともに、探究的な要素を持つ学習活動を取り入れていくこと

で「学びの変革」に向けた授業がさらに充実します。 

質問調査  児童［36-4］  生徒［36-4］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って
学校での活動でプレゼンテーション（発表のスライド）を作成
することができると思いますか 

児童 生徒 

66.2（-8.4） 76.2（-3.8） 

 

ICT機器の活用について、子どもたちは情報収集については自信をもっています。今後
は、自分の考えを表現したり、表現したことを推敲したりする学習活動にも積極的にICT
機器を取り入れていくことが重要です。ICT機器を用いた表現の機会を意図的に設けると
ともに、ICT機器を表現の道具として日常的に活用していくことで、自らの表現の質の高
まりを実感できるようにすることが大切です。 

質問調査  児童［36-2］  生徒［36-2］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 
あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する

（検索する、調べるなど）ことができると思いますか  
児童 生徒 

84.2（-0.7） 90.9（±0） 

 

質問調査 児童［46］   
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しな

がら課題の解決に取り組んでいますか 

 

 

当てはまる どちらかと言えば、当てはまる 

質問調査 生徒［42］ 
学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考

え方に気付いたりすることができていますか 

 

 

当てはまる どちらかと言えば、当てはまる 

「当てはまる」の回答のみで

全国平均と比較すると、 

児童は+1.3、 

生徒は+2.5 と、 
高い値を示しています。 

 

「当てはまる」の回答のみで全
国平均と比較すると、 

児童は+6.5、 

生徒は+5.6 と、 

かなり高い値を示しています。 

児童生徒質問調査から 

課題

強み
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３ 質問調査の結果に見るふくしまの強みと課題 

 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校全体で学級の問題への組織的対応や、授業での課題の解決に向けた主体的な学びを推進し
ていることが本県の大きな強みです。 

質問調査  小学校［26］  中学校［26］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 

授業では、課題の解決に向けて、自分で
考え、自分から取り組むことができていると
思いますか 

小学校 中学校 

91.1（+3.0） 90.2（+3.0） 

 

質問調査  小学校［15］  中学校［15］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 

教員が学級の問題を抱えている場合、と
もに問題解決に当たることを行いましたか 

小学校 中学校 

89.7（+0.3） 80.9（+1.9） 

 

質問調査  小学校［30］  中学校［30］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 

授業では、自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動
を行ったか 

小学校 中学校 

63.2（-1.2） 55.4（-1.3） 

 質問調査  小学校［33］  中学校［33］ 県平均（%） 肯定的な回答の割合 （全国比） 

授業において、児童（生徒）自ら学級やグループで課題を設
定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学
習活動を取り入れましたか 

小学校 中学校 

85.4（-4.1） 86.7（+1.3） 

 

 

 

 

子どもたちが自己調整しながら学びに向かう単元づくりや問いを引き出す場の設定を行っていく
ことが必要です。 

質問調査 小学校［３6］ 
各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができるような

機会を設けましたか 

 

 

習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導の工夫や、身に付けたことを様々な課題の解決に
生かす機会の設定など、子どもたちの「深い学び」を確かなものにするために、しっかりと取り組ん
でいる学校が増えています。 

自分で問いを立てて進める学びや『何を解決すべきか』という問いを生み出す学びが十

分でないと考えられます。特に、「自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動」の実施

については、肯定的な回答が６割ほどです。そのため、問いを引き出す場の設定を工夫し

ていくことが今後ますます重要となります。 

質問調査 中学校［３４］ 
習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしまし

たか 

 

 

各学校では「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善が着実に進められています。

この取り組みを継続させていくことで、「学びの変革」を推進していくことが重要です。 

よく行った 

よく行った どちらかと言えば、行った 

どちらかと言えば、行った 

「当てはまる」の回答のみで

全国平均と比較すると、 

小学校は+1.４、 

中学校は+2.１と、 
高い値を示しています。 

 

学校質問調査から 

強み

課題
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４ 各教科の結果の概要 ― 小学校国語 
 

  
  
〇 領域・観点・問題形式別の状況 

 

〇 正答数の分布 

 

〇 設問ごとの平均正答率 

 

〇教科についての質問調査項目の一部 
質問 
番号 質問内容 児童の回答割合の全国平均との比較 

児童 

（５３） 
国語の勉強は好きですか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童の割合 

県：63.1％ 全国：57.4％ 全国比：＋5.7 

児童 

（５７） 

５年生までにうけた授業では、国語の授業で、先生は、あな
たの学習のうまくできていないところはどこかを伝え、どう
したらうまくできるようになるかを教えてくれましたか 

「よくある」「たまにある」と回答した児童の割合 

県：79.2％ 全国：75.1％ 全国比：＋4.1 

児童 

（５9） 

５年生までにうけた授業では、国語の授業で、文章を読んで
理解したことに基づいて、自分の考えをまとめていましたか 

「している」「どちらかといえば、している」と回答した児童の割合 

県：80.5％ 全国：78.3％ 全国比：＋2.2 
 

 

 

 

 

○２三ア 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる 
○３三⑵ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる 
●１二⑴ 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるかどうかをみる 
●２四  引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる 
 

成果が見られた設問（点線枠・○）と課題が見られた設問（実線枠・●） 

●中央値（８問）は全国と同じであるが、正答数が９～13 問の割合
は全国と比較して少なく、正答数が２問～７問の割合は全国と比
較して多い。（中央値より低い層の分布が厚い。） 

１一 １二(1) １二(2) １二(3) ２一 ２二 ２三ア ２三イ ２四 ３一 ３二 ３三(1) ３三(2)

全国 73.9 60.2 63.2 65.2 57.9 48.9 80.0 45.2 33.5 76.7 55.6 55.5 76.4

福島 69.4 55.7 59.1 64.4 53.9 47.3 81.1 45.3 32.3 73.7 51.6 51.0 81.1

0

20

40

60

80

100

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問

福島県（公立）

全国（公立）

○設問「３三⑵ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることがどうかをみる（記述式）」の

平均正答率は 81.8％で、全国平均を 4.7 ポイント上回っています。また、関連する「児童質問（59）」の肯定的

回答も全国平均を上回っていることから、文章を読んで理解したことを基に、自分の考えをまとめる活動が日常

的に行われている成果と考えられます。 

○「国語の勉強は好き」と回答した児童の割合は、全国平均を 5.7 ポイント上回っています。「児童質問（57）」に

見られるような教師の授業での関わりが、国語への関心や学習意欲の向上につながっていると考えられます。 

●「話すこと・聞くこと」の領域は、令和６年度から全国平均を下回る状況が続いており、改善が必要です。タブ

レットなどの ICT 機器も活用しながら表現の仕方を考え、工夫して伝える活動の充実が求められます。 

○「記述式」の問題の平均正答率が全国平均を上回っている。 
●「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域、「情報の扱い方
に関する事項」が全国平均を下回っている。 

※ 全国の平均正答率を 

１００とした県の割合 
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〔ここで取り上げる設問〕 ２四 

 
引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる 

 中学生のまいこが英語の授業でインターネットの使用に関する文章を書きました。(1)と(2)の問いに答えなさい。 

 

 

 

                       

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
条件のとおり引用し正答した児童の割合は 32.3％であったのに対し、最も多かった誤答は、条件にある引用

（「本の題名」と「本文の一部」を抜き出す）をしなかったというものでした（反応率は 30.7％）。どの条件も
満たさなかった誤答は、16.2％でした。 
最も多かった誤答からは、引用して書く必要があると考えることができずに自分の考えだけを書いた児童、

引用した部分を自分の考えの一部として書いた児童が多くいたということが考えられます。 
なお、無回答率は 4.5％（全国 5.2％）で全国平均より－0.7 ポイント下回っていました。 

 

 

① 引用することの目的やよさを実感できるようにする 

自分の考えを伝える際には、信頼できる情報を根拠として引用することで説得力を高めることができま
す。上記の設問では、このような「引用すること」の目的やよさを捉えられているかが問われています。指
導に当たっては、引用のある場合と、引用のない場合を読み比べる活動などを通して、引用することの目的
やよさを実感できるようにすることが大切です。 

② 必要感のある活動を通して引用の仕方を身に付ける 

引用の仕方については、〔知識及び技能〕の「情報の整理」の指導事項と関連を図りながら、理解を深める
ことが重要です。ただし、引用の仕方を、単に知識として理解させるのではなく、自分の考えを表現する活
動の中で必要感をもって身に付けられるようにすることが求められます。 

③ 系統性を意識して複数の単元で指導する 

引用したり、図表やグラフなどを用いたりする書き表し方の工夫は、一つの単元だけではなく、関連する
複数の単元において、系統性を意識しながら繰り返し取り上げ、指導してくことが大切です。 

 

出題の趣旨 

誤答分析 

「生活と太陽」という本には、「白は熱や光を反

しゃする色のため、熱くなりにくい。一方、黒は

熱や光をきゅうしゅうし、熱くなりやすい。」と

書かれている。特に強い日差しが照りつけるえん

天下では、黒い服より白い服を着る方が、すずし

く過ごすことができそうだ。（123字） 

授業改善のポイント 

自分の考えは書いているが、「本の題名」と「本
文の一部」を引用していない。（条件③は満た
しているが、条件①②を満たしていない） 

「生活と太陽」という本には、「白は熱や光を反

しゃする色のため、熱くなりにくい。一方、黒は

熱や光をきゅうしゅうし、熱くなりやすい。」と

書かれている。特に強い日差しが照りつけるえん

天下では、黒い服より白い服を着る方が、すずし

く過ごすことができそうだ。（123字） 

条件① 

【正答例】正答率 32.3％（全国 33.4％） 

条件③ 
条件① 

条
件
③ 

条件② 

条
件
② 

条
件
① 

正答のモデルとなる部分 

【最も多かった誤答】反応率30.7％（全国 29.2％） 
 

「学びの変革」に向けて ～教科の特質に応じた見方・考え方を働かせて～ 
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４ 各教科の結果の概要 ― 中学校国語 
 

  
  
〇 領域・観点・問題形式別の状況 

 

〇 正答数の分布 

 

〇 設問ごとの平均正答率 

 

〇教科についての質問調査項目の一部 
質問 

番号 
質問内容 学校・生徒の回答割合の全国平均との比較 

生徒 

（52） 
国語の勉強は得意ですか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の割合  

県：59.1% 全国：51.6% 全国比：+7.5 

生徒 

（56） 

１、２年生の時に受けた授業では、国語の授業で、

先生は、あなたの良いところや、前よりもできるよ

うになったところはどこかを伝えてくれましたか 

「よくある」「たまにある」と回答した生徒の割合 

県：78.4% 全国：73.0% 全国比：+5.4 

生徒 

(58) 

１、２年生の時に受けた授業では、国語の授業で、

互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論

を導くために考えをまとめていましたか 

「している」「どちらかといえば、している」と回答した生徒の割合 

県：87.6% 全国：84.8% 全国比：+2.8 
 

  

 

 

 

 

 

※ 全国の平均正答率を
１００とした県の割合 

○「国語の勉強は得意」と回答した生徒の割合は、全国平均を 7.5 ポイント上回っています。「自分のよい点 
や進歩の状況を伝えてもらっている」と解答した生徒の割合も全国平均を 5.4 ポイント上回っていること 
から、教師の積極的な働きかけによって、国語の学習に関する肯定感が高まっていると考えられます。 

○設問２四の正答率が全国平均よりも高くなっています。「生徒質問（58）」にあるように、話し合ったことを 
基に、一定の結論に向かって考えをまとめる学習を行ってきた成果の表れだと考えられます。 

●「知識及び技能」の領域に課題があります。「思考力、判断力、表現力等」の指導と関連付けながら、実際の 
言語活動の中で生きて働く知識・技能を身に付けさせるための指導改善が求められます。 

○２四 互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめることができるかどうかをみる 

○３二 表現の効果を考えて描写することができるかどうかをみる 
●１二 単語の類別について理解しているかどうかをみる 
●４四 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができるかどうかをみる 

成果が見られた設問（点線枠・○）と課題が見られた設問（実線枠・●） 

○いずれの領域も全国平均に近い正答率となっている。 

●「知識・技能」の正答率が全国平均より低くなっている。 

○全体的な分布は全国平均と概ね一致している。 
●正答数が 12～15問の割合が全国平均を下回っている。 

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問

福島県（公立）

全国（公立）
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〔ここで取り上げる設問〕 ４四 

 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができるかど

うかをみる 

 

 

 
条件①、②を満たして解答した生徒の割合は 36.7％でした。一方で、最も多かった誤答は、「条件①を満た

し、条件②を満たさないで解答しているもの」で、そのように解答した生徒の割合は 35.6%でした。このこと
から、擬態語「きっぱり」から想起される具体的な様子は記述することができても、それを踏まえて、表現の
効果を論理的に説明することに難しさを感じている生徒が多いと考えられます。 
また、無解答率も 20.4％と高いことから、「きっぱり」がどのような様子を表す擬態語なのかについて理解

できなかった生徒が多いと考えられます。 
 

 

① 文章を読んで理解したことをアウトプットする 
「文章を読んで理解したことを基に、自分の考えを確かなものにする」ためには、文章の構成や展開、表

現の効果等について精査・解釈したことについて、根拠を明確にして他者に説明するなど、アウトプットす
る活動を設定することが大切です。そうすることにより、他者の考えも踏まえながら、自己の考えを再構築
することができます。 

② 生徒の理解を深めるための適切な言語活動を設定する  
上記の設問のように、「読むこと」の指導において「知識及び技能」の内容である擬態語を取り上げる場

合、擬態語を使っている文章と使っていない文章を比較させたり、いくつかの擬態語の中から、様子が適切
に伝わる言葉を考えさせたりする活動が考えられます。「思考力、判断力、表現力等」の指導と関連付けた
言語活動を設定することにより、指導の効果が高まり、生徒の理解が深まります。 

③ 振り返りの視点を明確にする 
自己の考えをより確かなものにするためには、具体的な場面を思い浮かべ、改めて生徒自身が文章をどの

ように捉えて精査・解釈したのかを振り返らせることが重要です。単元で身に付けさせたい力を生徒と共有
することで、振り返りの視点を明確にし、生徒が「何ができるようになったか」を実感できるようにするこ
とが大切です。 

 

出題の趣旨 

誤答分析 

《正答例》  

正答率 県 36.7％（全国 38.9％） 

「きっぱり」は、生徒が先生に向かって、自

信を持って力強く言い切っている様子を表し

ている。このように、擬態語は話している様子

の包括的なイメージを表現することができる。

（条件①，②を満たして解答しているもの） 

授業改善のポイント 

《最も多かった誤答》   

反応率 県 35.6％（全国 35.1％） 

擬態語「きっぱり」がどのような様子を表し

ているかを具体的に書くことはできているが、

擬態語の効果について、本文中の言葉を使って

書くことができていない。（条件①を満たし、条

件②を満たさないで解答しているもの） 

「学びの変革」に向けて ～教科の特質に応じた見方・考え方を働かせて～ 



- 9 - 

 

 

４ 各教科の結果の概要 ― 小学校算数 
 

  
  
〇 領域・観点・問題形式別の状況 

 

〇 正答数の分布 

 

〇 設問ごとの平均正答率 

 

〇教科についての質問調査項目の一部 
質問 

番号 
質問内容 児童の回答割合の全国平均との比較 

学校 

(50) 

具体的な物を操作するなどの体験を伴う学習を通し

て、数量や図形について実感を伴った理解をする活

動を行いましたか 

「よく行った」と回答している学校の割合 

県：34.3％ 全国：37.9％ 全国比：-3.6 

児童 

(67) 

図形や数直線など図が示された問題では、問題を解

くときに図が役に立つと思いましたか 

「当てはまる」と回答している児童の割合 

県：57.8％ 全国：56.0％ 全国比：+1.8 
 

  

 

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問

福島県（公立）
全国（公立）

１⑴ １⑵ １⑶ １⑷ ２⑴ ２⑵ ２⑶ ２⑷ ３⑴ ３⑵ ３⑶ ３⑷ ４⑴ ４⑵ ４⑶ ４⑷

全国 72.7 63.0 40.1 45.2 66.5 53.1 36.1 34.2 94.5 58.1 44.0 68.1 56.2 78.1 17.9 74.9

福島 81.2 57.8 34.1 40.5 64.4 46.9 34.9 27.8 94.6 55.6 40.3 65.2 56.8 75.2 15.6 75.3

0

20

40

60

80

100

○３⑴ 小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理解し、条件に合う小数をつくることができるかどうかをみる 
○４⑷ 帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取ることができるかどうかをみる 
●１⑶ 体積の意味について理解しているかどうかをみる 

●２⑷ 基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことができるかどうかをみる 

成果が見られた設問（点線枠・○）と課題が見られた設問（実線枠・●）

が見られる設問 

○正答数が０～２問の割合が全国と比較して少ない。 

●中央値は全国、県ともに 9 問と差はないが、正答数が３～８問の割合
が多く、正答数が１１問以上の割合が少ない。 

○全体的に全国平均との差が前年度より縮まっており、改善の傾向が見られます。特に、記述式の平均正答率 

（R7:30.6％→R8:45.9％）が向上しており、全国との差（R7:－４.３→R8:－２.６％）も小さくなっていま 

す。「事実」「方法」「理由」について、児童自身が説明する活動を充実させていることの成果だと考えられます。 

○正答数の分布について、０～３問正答している割合が減り、５～１２問正答している割合が増えています。全体 

的に正答数が増えていることは、教師の積極的な働きかけの成果であると考えられます。 

●具体的な物の操作や図との関連付けなどの活動を意図的に取り入れ、体積の意味や量と割合の違いなどにつ 

いて、実感を伴って理解できるようにすることが求められます。 

●前年度までの学習内容も含めて、「分かっているつもり」「できているつもり」の児童を見取ることができるよ 

う、適用問題などで学習内容の理解度を評価し、単元づくりやその後の授業に生かすことが求められます。 

※ 全国の平均正答率を
１００とした県の割合 

○記述式の問題や「B 図形」の領域などで改善の傾向が見られる。 
●「C 変化と関係」の領域では、基準量を求めることや、問題場面から

基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えることなどに課題がある。 
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〔ここで取り上げる設問〕 ２⑷ 

 
基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことができるかどうかをみる 

２ ⑷ 赤いテープの長さが、白いテープの長さの 1.5 倍になっている図はどれですか。 

下のアからカまでの中から２つ選んで、その記号を書きましょう。 

 

 
解答類型 

反応率（％） 

福島県 全国 

ア、オと解答しているもの（正答） 27.8 34.2 

イ、エと解答しているもの 41.1 35.9 

ウ、カと解答しているもの 9.6 10.2 

ア、エと解答しているもの 

ア、カと解答しているもの 
3.4 3.5 

イ、オと解答しているもの 

ウ、オと解答しているもの 
4.9 4.4 

上記以外の解答 12.2 10.3 

無回答 0.8 1.5 

 
 
 

解答類型を見ると、「イ、エと解答しているもの」が最多で、「基準量の１．５倍」を「１．５目盛り分多

い量」と捉えている児童が多いことが分かります。このことから、量と割合の違いや、基準量、比較量、割

合の関係などを正しく捉えることができていないことが考えられます。 

また、具体的な数値が示されておらず、図に記載されている目盛りのみで判断しなければならないこと

も、児童のつまずきにつながっていることが予想されます。 

 

 

① 言葉、数、式、図、表、グラフなどを用いた数学的な表現を関連付ける 

言葉や式だけでなく数直線やテープ図などの図とも関連付けるなど、より具体的なイメージを育むこと

で、児童が実感を伴って理解できるようにすることが大切です。 

② 数学的な表現力を育成する言語活動を適切に位置付ける 

計算や図形の性質、二つの数量の関係などの「事実」の記述、問題を解決するための考え方や解決方法

といった「方法」の記述、ある事柄が成り立つ「理由」や判断の「理由」の記述など、どのような表現を

目指すのかを、本時のねらいと対応させながら指導過程に適切に位置付けることが大切です。 

③ 「何ができるようになったのか」について評価する方法を明確にする 

知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を評価する方法を設定するとともに、その結果をその後の授

業づくりに生かしていくことが大切です。 

 

出題の趣旨 

誤答分析 

授業改善のポイント 

 

最も多かった誤答について 

２目盛りの１．５倍 

４目盛りの１．５倍 

「学びの変革」に向けて ～教科の特質に応じた見方・考え方を働かせて～ 
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４ 各教科の結果の概要 ― 中学校数学 
 

  
  
〇 領域・観点・問題形式別の状況 

 

〇 正答数の分布 

  

〇 設問ごとの平均正答率 

 

〇教科についての質問調査項目の一部 
 

質問番号 質問内容 回答割合の全国平均との比較 

生徒 

（６３） 

数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つと思いますか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の割合 

県：78.7％ 全国：76.5％ 全国比：＋2.2 

生徒 

（６４） 

１、２年生のときに受けた授業では、数学の授業で学習し

たことを、普段の生活の中で活用できていましたか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の割合 

県：65.6％ 全国：63.0％ 全国比：＋2.6 

学校 

（５０） 

調査対象学年の生徒に対する数学の授業において、前年

度までに、観察や操作、実験等の活動を通して、数量や図

形等の性質を見いだす活動を行いましたか 

「よく行えた」「どちらかといえば、行えた」と回答した学校の割合 

県：84.3％ 全国：83.7％ 全国比：＋0.6 

 

 

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問

福島県（公立）
全国（公立）

１ ２ ３ ４ ５ ６⑴ ６⑵ ６⑶ ７⑴ ７⑵ ８⑴ ８⑵ ８⑶ ９⑴ ９⑵ ９⑶

全国 85.7 70.5 49.1 55.3 60.2 73.2 65.0 44.6 75.2 33.9 62.5 46.1 37.1 46.0 75.8 31.9

福島 82.6 64.1 41.9 56.6 51.1 72.4 64.1 40.4 72.7 28.5 56.3 36.8 34.6 44.5 70.3 28.2
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※ 全国の平均正答率を
１００とした県の割合 

成果が見られた設問（点線枠・○）と課題が見られた設問（実線枠・●） 

○「Ａ数と式」「Ｃ関数」の領域が全国平均に近い状況である。 

●「Ｂ図形」の領域に課題が見られる。 

○正答数が 7～１１問の割合が全国平均と同水準である。 

●正答数が１２～１６問の割合が全国平均を下回っている。 

○４  反比例の関係を表す表の特徴を捉えて、x の値に対応する y の値を求めることができるかどうかをみる 

○６⑴ 問題場面における考察の対象を明確に捉えているかどうかをみる 

●３  ２直線が平行になるための条件を理解しているかどうかをみる 

●８⑵ 筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる 

○生徒質問（63）（64）で、「数学が将来役に立つ」「生活で活用できている」という意識が全国平均より高いことから、生徒は事

象の特徴を捉えて数学的に表現する活動を通して、数学のよさを実感していると考えられます。このことは、教材との出合わ

せ方等を工夫した指導が展開されていることの成果であると推察されます。 

●学校質問（50）で、「観察や操作、実験等の活動」を、積極的に行っている一方で、観点別で全国平均との差を見たとき、「思考・

判断・表現」は「知識・技能」より差が大きいことが分かります。数学的活動を通して「わかった」「できた」という実感を、根拠を

明らかにしながら数学的な表現で「説明できた」「記述できた」という段階まで引き上げる指導の充実が求められます。 
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〔ここで取り上げる設問〕 ３ 

 
２直線が平行になるための条件を理解しているかどうかをみる 

３ 下の図は、四角形ＰＱＲＳに対角線ＰＲをひいたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

上の図において、∠a から∠f までの６つの角のうち、ある２つの角の大きさが等しければ、 ＰＳ//ＱＲ 

であるといえます。その２つの角を書きなさい。 

解答類型 
割合（％） 

福島県 全国 

∠c と∠f を解答しているもの（赤色：正答） 41.9 49.1 

∠a と∠d を解答しているもの（緑色） 3.3 3.1 

∠b と∠e を解答しているもの（青色） 28.5 24.4 

上記以外の解答 23.5 20.6 

無解答 2.9 2.8 

 

 

正答率は４１．９％で、２直線が平行になるための条件を理解し、２直線が平行であるかどうかを判断する際

に着目すべき２つの角を見いだすことに課題があることがわかります。 

「∠b と∠e を解答しているもの（青色）」の中には、平行線になるための条件「２直線に１つの直線が交わ

るとき、錯角が等しければ、その２直線は平行である」と、平行四辺形の性質「平行四辺形では、２組の対角

はそれぞれ等しい」という２つのことがらを混同し、四角形ＰＱＲＳの向かい合う角に着目して、「四角形にお

いて１組の向かい合う角が等しいならば、２直線は平行である」と誤った捉えをしている生徒がいると考えら

れます。 

また、「∠a と∠d を解答しているもの（緑色）」の中には、錯角の位置にある角を捉えているが、平行である

ことを示すために着目すべき錯角の位置にある角を捉えることができていない生徒がいると考えられます。 

他にも、上記以外の解答の中には、錯角の位置にある２つの角を正しく捉えることができていない生徒がい

ると考えられます。 

 

 

① 数学的な表現力を育成する言語活動の充実を図る 【何を・どのように書くか】 

数学的活動を通して実感を伴った理解にするとともに、「わかった」「できた」という実感を、数学的な表

現に整理する場面設定が大切です。見いだした事柄を説明する「事柄・事実」、解決の方法を説明する「方

法・手順」、成り立つ理由を説明する「理由」の３つの記述について、どのような表現を目指すのかを本時の

ねらいと対応させ、生徒とともに数学的な表現に洗練していく過程を重視する指導が考えられます。 

② 数学的に表現し伝え合う活動の充実を図る 【どのように磨き上げるか】 

生徒が実感している数学のよさを原動力とし、自分の考えを他者へ的確に表現する必要性を感じる場面を

設定したり、言葉、数、式、図、表、グラフなどの数学的な表現を関連付け、対話を通してそれらをより簡

潔・明瞭・的確な表現へと高め合う活動を取り入れたりすることが大切です。日常的に生徒がどのように考

えたのかを説明し記述する時間を確保し、数学的に考える資質・能力を育成することが求められます。 

※ 「説明できた」「記述できた」へ引き上げる具体例として、右の二次元コードから資料 

「令和２年度調査問題活用のための参考資料 中学校数学 設問 ７」を参考にしてください。 

 

出題の趣旨 

「学びの変革」に向けて ～教科の特質に応じた見方・考え方を働かせて～ 

誤答分析 

授業改善のポイント 
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４ 各教科の結果の概要 ― 中学校英語 
 

  
  
〇 今年度の中学校英語 IRTバンドにおけ 
る IRT スコアの区分 

中学校英語 

IRT バンド 
１ ２ ３ ４ ５ 

３技能
スコア
換算 

 

～

329 

330

～

443 

444

～

558 

559

～

673 

674

～ 

 

 

福島県の IRT スコア  472 

福島県の IRT バンド   ３ 

 

〇 IRT バンド分布グラフ 

 

〇 設問ごとの平均正答率 

 

〇教科についての質問調査項目の一部 
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１ ２ ３ ４ ５

福島県（公立）

全国（公立）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０

⑴

１０

⑵

１１

①

１１

②
１２ １３ １４

全国 60.2 78.5 76.0 43.8 55.6 67.3 72.4 63.8 49.0 47.5 27.8 58.9 52.7 47.5 44.0 27.8

福島 54.3 77.6 71.0 40.0 52.7 64.5 67.8 57.3 43.7 43.6 22.3 49.4 42.1 37.1 29.6 17.9
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○設問２ 日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を聞き取ることができるかをみる 
○設問７ 日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ることができるかをみる 
●設問１０⑵ 社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くことができるかどうかをみる 

○ バンド３に属する生徒が最も多い。 
● バンド４・５に属する生徒の割合は全国を下回っており、バンド１・
２に属する生徒の割合が全国平均を上回っている。 

〇質問調査の結果から、領域間の統合を図った言語活動や自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動が実施されてい
ることが読み取れ、学びの変革が進んでいることがわかります。設問毎の平均正答率においても、「聞く」「読む」の
領域においては、全国平均との差が他の設問に比べ小さくなっています。 

●IRT バンドの分布において、バンド２に多くの生徒が属しており、バンド４・５の生徒の割合が全国平均を下回って
いる状況です。バンド１・２の生徒をバンド３・４へ引き上げていくことが重要です。単元や授業において、評価場面
を適宜設け、生徒の達成状況を見取りながら継続的に指導を行うことが求められます。 

●設問１０「⑴社会的な話題について、短い文章を読み、要点を捉える」は平均正答率が 43.6%であるのに対し、「⑵
社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書く」は平均正答率が 22.3%と大きく下回ります。
文章の内容は読み取ることができたが、何を書いたらよいのか思い浮かばなかったのか、あるいは、文章の内容は
読み取ることができ、書く内容も思い浮かんだが、英語の表現が分からなかったのかなど、生徒の課題がどこにあ
るのかを見取って指導を行うことが重要です。 

 
 
②が「読んだことについて、自分の考えや」「書くこと」の領域における記述形式の設問については課題が見られます。
「書くこと」の領域において段階を踏んで記述する力を高めていくことが重要です。 

質問番号 質問内容 回答割合の全国平均との比較 

生徒 

（７９） 

聞いたり読んだりしたことについて、その内容

を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語

で書いたりする活動が行われていましたか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の割合 

県：８５．０％ 全国：８２．８％ 全国比：＋２．2 

学校 

（５９） 

自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動を

行いましたか 

「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した学校の割合 

県：９３．１％ 全国：９１．６％ 全国比：＋１．５ 

 

※ IRT スコアは、５００を基準とした得点。（実際の各生
徒のスコア状況により変動することもある） 

成果が見られた設問（点線枠・○）と課題が見られた設問（実線枠・●） 
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〔ここで取り上げる設問〕 １０（２） 

 
社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を、書くことができるかをみる 

10 中学生のまいこが英語の授業でインターネットの使用に関する文章を書きました。(1)と(2)の問いに答えなさい。 

(2) まいこの質問に対する「あなたの答え」と「なぜそう考えるのか」を、英語で書きなさい。【まいこが書いた文章】に

ある英語を使って書いてもかまいません。 

【まいこが書いた文章】                   

Today, many junior high school students use 
the internet to play games. However, I think we 
should use the internet for learning more often 
because it is useful. For example, there are 
many good videos for learning English. They are 
easy to understand. Also, there are many good 
dictionaries on the internet. We can find the 
meaning of an English word quickly. 
   Do you think my opinion is good? 

 

 

 

 
全国の IRT バンド別類型割合では、バンド１に属する生徒の４割以上、バンド２に属する生徒の約３割が無回答

です。書き手の意見に対して、賛成か反対かなどの立場を明確にさせ、それを「自分の考え」として書くことから
段階的に指導していくことが求められます。 

全国の IRT バンド別類型割合では、バンド３に属する生徒の４割以上、バンド４に属する生徒の約４割が解答
類型３に分類されます。福島県では解答類型３に分類される割合が 31.7%と最も多く、自分の考えの理由を書くこ
とに課題があることが考えられます。 

 

 

① 単元を通して簡単な「書くこと」の活動を繰り返す 

聞いたり読んだりした内容についてメモなどで整理しながら、自分の考えや気持ちを主体的に伝え合う
言語活動を位置づけ、その発話内容を改めて整理しながら書くといった学習活動を単元を通して継続する
ことが重要です。同じ題材や類似した話題についてのやり取りを通して、「書く内容」についての理解を深
めながら、少しずつ簡単な「書くこと」の活動を重ねることで、自分の意見とその理由を書く力を高める
ことができます。 

② 具体的な単元計画を作成し、生徒と共有する 

題材や学習目標、評価の方法、授業時数（期間）などを生徒と共有しておくことで、生徒は見通しをも
って学習に取り組むことができます。また、評価基準と自分の学習状況を比べて学習の方法を見直した
り、評価の実施時期に向けて計画的に学習に取り組んだりすることもできます。 

 

出題の趣旨 

誤答分析 

授業改善のポイント 

（参考）パフォーマンステスト事例集（右の QR コード）に評価基準（ルーブリック）を掲載しています。 

※ 実際の画面の配置とは異なっています。 

「学びの変革」に向けて ～教科の特質に応じた見方・考え方を働かせて～ 

＜解答欄＞  

Do you think my opinion is good? 

あなたの考え        

 

なぜそう考えるのか  

 

 

【解答類型】解答類型と福島県の反応率  〔福島県の反応率(%)（全国比）〕 
条件① 書き手の意見に対する自分の考えを書いている。 

条件② 条件①の理由を書いている。 

1 ◎ 条件①、②を満たしているもの 17.3% (-5.1) 

2 〇 文法事項などに誤りがあるが、条件①、②を満たしているもの 5.1% (-0.3) 

3  条件①を満たし、条件②を満たさないもの 31.7% (-3.8) 

4  条件①を満たしているが、条件②に関わる記述がないもの 9.9% (+1.6) 

5  条件①を満たしていないが、条件②を満たしているもの 2.2% (+0.2) 

6  条件①に関わる記述がないが、条件②を満たしているもの 0.3% (+0.1) 

7  条件①、②を満たさない 12.3% (+2.6) 

99  その他 2.8% (+0.7) 

0  無解答 18.4% (+3.8) 

 

解答類型３の誤答例 
（内容の矛盾） 

I agree with you. I think 
paper dictionaries is 
more useful than 

internet. 
 

解答類型３の解答例 

（文構造の誤り） 
I think your opinion is 
good. 

I think students will 
find is very good. 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/746112.pdf
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５ 授業改善のための情報・ツール集 

 
  
  
〇 全国学力・学習状況調査についての情報 

  
教育課程研究センター「全国学力・学習状況調査」 

  （文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター） 
  

 

データで見る日本の教育「全国学力・学習状況調査」 ※定期的な更新有り 
（文部科学省国立教育政策研究所） 
  

 

各教科の指導資料・事例集（各校種・各教科） 
  （文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター） 
  

 

全国学力・学習状況調査の分析にかかる研修資料動画 
（文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

  

 
分析ツール（Microsoft Power BI Desktop） 【９月提供予定】 
（文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

 

 

 

〇 福島県の情報 

 
ふくしまの「授業スタンダード」 
（福島県教育庁義務教育課） 

  

 
「学びの変革」授業デザイン 
（福島県教育庁義務教育課） 
  

 
全国学力・学習状況調査関係、ふくしま学力調査関係 
（福島県教育庁義務教育課） 
  

 
学びの変革を目指して 
（福島県教育庁義務教育課） 
  

 
学校全体で語彙を豊かにする 2026 
（福島県教育庁義務教育課） 
  

 
教育通信 

  （福島県教育庁義務教育課） 
  

 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
https://www.nier.go.jp/edsc/edp/data/zenkokugakuryoku/index.html#questionnaire
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/kensyushiryoudouga/26bunseki.html
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=58494
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/708300.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/677980.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/gimukyoiku56.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70410a/manabi.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/756883.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70056a/kyouikutuusin.html

